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　　2019年３月期において下記のとおり特別損失を計上するとともに、2019年２月14日に公表した通期業績予想と

　本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。

１．特別損失の計上

　　　当社が製造し施工現場へ納入した押出成形セメント板「アスロック」の一部において、製品不具合が発生したことに伴い、

　　本件に関する対応費用等として、2019年３月期第３四半期に製品補償費用約21億円を連結及び個別決算の特別損失に

　　計上いたしました。その後、第４四半期での進捗を踏まえて見積りを行い、製品補償引当金を追加計上したことにより、

　　2019年３月期通期において製品補償費用約35億円を計上しております。

２．業績予想値と実績との差異

2019年3月期通期連結業績予想数値と実績値との差異（2018年4月1日～2019年3月31日）

前回発表予想(A)

実績値(B)

増減額(B-A)

増減率(%)

（ご参考）前期実績
（2018年3月期）

2019年3月期通期個別業績予想数値と実績値との差異（2018年4月1日～2019年3月31日）

前回発表予想(A)

実績値(B)

増減額(B-A)

増減率(%)

（ご参考）前期実績
（2018年3月期）

差異の理由

　　2019年３月期の連結業績につきましては、売上高から経常利益は概ね前回予想どおりに推移いたしましたが、親会社株主に

　帰属する当期純利益については、上記１．のとおり特別損失を計上したことから、前回予想値を下回る結果となりました。

　　個別業績につきましても、連結業績と同様に上記のとおり差異が発生しております。

　　2019年３月期の実績につきましては、本日公表の「2019年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。

以　上

特別損失の計上及び業績予想値と実績との差異に関するお知らせ

記
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